
スキャン統計量を用いた疾病集積性の検定法の開発とその応用 

 

 疾病の発生状況などの空間的な分布に関して検討・解析を行う空間疫学研究において，他

の地域と比べて有意に死亡率が高い（または低い）地域がどこかに集中・集積していないか，

疾病集積性の検討を行うことがあります。もし疾病発生が特定の地域に集積している場合

には，その発生に影響を及ぼすなんらかの共通原因がその地域にあることが示唆されます。

また感染症やバイオテロの発生に備える症候サーベイランス研究においても，集積性の検

出が重要な役割を果たします。 

集積地域があるかどうか，また集積しているとしてもどの範囲までが集積地域であるか

を視覚的に判断することは難しく，それを統計的に検出する方法として疾病集積性の検定

が適用されます。なかでも Kulldorff（1995, 2000）の提案したスキャン統計量を用いた検

定法とそのソフトウェア SaTScan が多くの疫学研究で利用されてきました。しかしこの方

法では集積地域の形状によってはうまく同定できないという問題点が指摘され，それを改

良すべくいくつかの研究が行われてきました。そのひとつとして，Tango and Takahashi 

[1] では任意の形状の集積地域を精度良く検出する flexible scan statistic を提案しました。

その解析を行うソフトウェア FleXScan [2] を開発しており，国内外で広く利用されていま

す。 

これらスキャン統計量を用いた集積性の検定法に関連して，統計的な視点からの理論的

研究 [3-6，他] とともに，健康医療分野の幅広い分野の問題における実践的研究 [7-10，他]

を継続的に進めています。 
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